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１．研究の背景 

 平成 17 年改正介護保険法の施行、平成 18 年診

療報酬改定により、施設入所者や入院患者の個人

個人を対象とした栄養管理が実施されるようにな

り、平成 20 年度 4 月からは、「高齢者の医療の確

保に関する法律」に基づく特定保健健診・特定保

健指導が実施され、特定保健指導の中核を担う者

として、医師・保健師と並んで管理栄養士が位置

づけられ、これらにより、福祉、医療、保健等の

広い分野において、管理栄養士による栄養ケア・

マネジメントが展開され、健康づくり推進にむけ

て重要な役割を果たすことが求められるようにな

った。こうした社会のニーズに応えるために、管

理栄養士は今まで以上に、常に勉強し高い資質を

備えることが必要となっている。 
また、特定保健指導では、メタボリックシンド

ローム該当者または予備軍に対して介入を行うこ

ととなり、生活習慣病予防の成果をあげるべく任

務を管理栄養士が担うこととなる。この目標を達

成するためには、地域における健康づくり推進が

益々求められ、地域における管理栄養士の活躍が

期待される。また、20 年度診療報酬改正において

も、在宅医療に対する配慮による見直しがあり、

在宅訪問栄養指導、後期高齢者退院時栄養・食事

管理指導等積極的に取り組まれていくことが予想

される。地域と連携し、また職域を跨いだ管理栄

養士同士のネットワークをつくることが重要課題

となっている。 
そこで、県北唯一の管理栄養士課程をもつ本大

学が起動力となり、津山を中心とした美作地域の

栄養士・管理栄養士が地域住民の健康づくり推進

における地域連携を図り、ネットワークづくりに

貢献し、その成果をあげていくことが望まれる。 
 
 
２．研究の目的 

前述にあげたように社会のニーズに応えるため、

栄養士・管理栄養士は常に新しい知識や技能を養

い、地域連携における役割を果たしていくために

も福祉、医療、保健等の職域を跨いだネットワー

クをつくることが課題であり、美作地域において

は本学が中心となってこの課題に取り組み、管理

栄養士による地域と連携した健康づくり推進を実

現していくことを目的としている。 
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３．研究の方法 

 卒業生を含む美作地域の栄養士・管理栄養士を

募り、以下の活動を行う。 
①特定保健指導に関する講演会や自主勉強会の開

催 
②在宅介護に関する講演会や自主勉強会の開催 
③在宅訪問栄養指導など在宅医療に関する講演会

や自主勉強会の開催 
④地域型ＮＳＴについての講演会や自主勉強会の

開催 
⑤地域連携による健康づくり推進についての現状

調査および情報交換 
⑥地域連携による健康づくり推進における活動報

告会の開催 
  ①～④では、県内外からその分野の有識者を

講師として招いて講演会を行い、⑤～⑥では、卒

業生の含む美作地域の栄養士・管理栄養士自らが

取り組めるよう意識の啓発を行う。 
 
 
４．研究の内容 

４．１ 講演会・勉強会および情報交換会・活動

報告会の開催 

 美作地域の栄養士・管理栄養士を対象として、

講演会 7 回、本学教員からの情報提供による勉強

会２回、情報交換会・活動報告会 1 回の計 10 回

を開催した。開催日程、開催テーマおよび参加者

人数を次項の表に示す。 
 
４．２ 美作地域の栄養士・管理栄養士に対する

アンケート調査 

 美作地域の栄養士・管理栄養士を対象として、

アンケート調査用紙を郵送し、FAX により回答を

返信してもらい、67 人の回答が得られた。 
 アンケート調査の結果、「日ごろ業務の中で地域

連携の重要性を感じている」との回答が 67 人中

57 人（85.1％）あり（図１）、「地域連携において

栄養士・管理栄養士の果たす役割は大きく、積極

的に取り組もうと思う」との回答は 67 人中 32 人

（47.8％）、「果たす役割は大きいが、役割を果た

すことは困難だと思う」との回答は 23 人（34.3％）

となっていた（図２）。このことから、地域連携に

おける栄養士・管理栄養士の果たす役割について

の認識は高まっており、資質の向上や情報交換の

ための場が今後さらに必要となることが窺われた。 
 
 
５．今後の課題 

 栄養士・管理栄養士が勤める職域は、幼稚園・

保育所、学校給食、高等学校、会社の給食施設、

外食産業、福祉施設、病院と広い分野に跨ってお

り、子どもから高齢者まで各ライフステージ関わ

っている。したがって、地域の健康づくり推進に

おいて、栄養士・管理栄養士同士の職域を跨いだ

連携をしっかりととることが重要であり、そのた

めには美作地域唯一の管理栄養士養成校である本

学の役割は大きい。来年度も本年度と同様に講演

会や自主勉強会、情報交換会や活動報告会を継続

して開催し、美作地域の健康づくり推進のために

栄養士・管理栄養士同士のネットワークづくりに

おいて一助となるよう貢献していきたい。 
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美作地域栄養士勉強会 開催日程・テーマおよび参加者人数 

 

年月日（曜日） テーマ 講 師 
参加人数

（人） 

平成 20 年 
  6 月 18 日（水） 

情報提供「各学会ガイドライン

について(学会報告を交えて)」 
美作大学  

本会 世話人 
17 

 7 月 23 日（水） 「健康教育と運動」 
東京理科大学 
教授  丸山 克俊 先生 

29 

  8 月 20 日（水） 
「地域福祉における多職種  
連携について」 

美作大学  福祉のまちづくり 
学科 教授  小坂田 稔 先生 

13 

  9 月 17 日（水） 
「生活習慣病に対する 

当センターの取り組み」 
岡山県南部健康づくりｾﾝﾀｰ   
センター長 沼田 健之 先生  17 

 10 月 22 日（水） 
「口腔ケアにおける多職種  
連携について」 

津山中央居宅介護支援事業所 
ケアマネージャー 杉山珠美様 

15 

 11 月 19 日（水） 
「小児肥満の治療とその対応

について」 
京都府立医科大学  
小児科  藤原 寛 先生 

15 

 12 月 17 日（水） 
「期待される地域連携－在宅 
訪問栄養指導の取り組み－」 

あいの里クリニック次長 
栄養管理部部長 森光 大 先生 

18 

平成 21 年   
1 月 22 日（木） 

情報提供  
「美作地域における食育」 

美作大学  
本会 世話人 

10 

  2 月 17 日（火） 
「期待される地域連携  
－地域ＮＳＴ活動の実際－」 

近森病院  
栄養科長  真壁 昇 先生 

18 

3 月 21 日（土） 
情報交換会 
「期待される地域連携 」 

美作地域の栄養士様 33 

       （合計）   185 

無回答,
4

はい, 57

いいえ,
6
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果たす役割は大きく、積極的に取り組
もうと思う

果たす役割は大きいが、役割を果たす
ことは困難だと思う

果たす役割はそれほど大きなものでは
ないと思う

その他

無回答

(人）
図１ 地域連携の必要性 

「現在、業務の中で地域連携

の必要性をお感じになること

がありますか？」 

図２ 栄養士・管理栄養士の果たす役割について 


